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研究要旨 

がん相談支援で過去に対応した相談記録情報を利用したテキストマイニング技術による

疾患別やカテゴリー別の傾向を分析し可視化する為、2020年度は自由記載で書かれた相談

内容や対応内容から単語を集計し相談内容と対応内容に含まれる単語間の繋がりを可視化

するプロトタイプを開発した。2021年度はプロトタイプを改良し、単語の出現頻度による

ビジュアル化を行い、単語を数値ベクトルに変換してその意味を把握する自然言語処理の

手法であるWord2Vecを用い、過去の相談内容から類似度の高い順に類似相談内容を抽出す

る機能を実現した。更にプロトタイプシステムをWebアプリケーションとしてブラウザのみ

で動くように改良を行い、がん相談支援を行っている施設での実証試験を開始した。 

A． 研究目的 

現在、全国のがん相談支援センターでは、一定の

基準を満たした上で治療の内容や設備、がんに関す

る情報提供などを行っており、がん相談支援におけ

る相談内容をデータとして管理している。しかし、

蓄積されたデータの利活用や相談員間の知識共有

は十分に出来ていないのが現状である。将来の相談

内容の更なる多様化に備えるためには、蓄積された

相談情報を活用し、FAQの作成や相談員間の情報交

換など他施設を含めた相談員のノウハウを共有す

る仕組みを作り、相談員による経験や知識に起因す

る対応の差を埋めることにより、一定水準以上の相

談対応が行えるような相談対応支援の仕組みの構

築が必要であると考えられる。仕組みの構築に向け

て、がん相談支援で過去に対応した相談記録情報を

利用し、テキストマイニング技術により疾患別やカ

テゴリー別の傾向を分析し可視化する。さらに、現

状の相談内容や個々の相談員の対応の傾向を把握

した上で、相談内容と対応内容を分類することで、

FAQの作成支援や他施設を含めた情報共有の仕組

みを検討し、自施設の相談支援業務に活かすことを

目的とする。昨年度作成したプロトタイプシステム

に改良を加え、実証試験にてシステムの検証を行う。 

B．研究方法 

全国の「がん相談支援センター」の相談支援内容

は施設により、がん相談支援センター「相談のため

の基本形式」(https://ganjoho.jp/med_pro/consulta

tion/support/registration_sheet.html)の形式を基

として、相談記録の要旨が電子カルテシステムまた

はExcelのシート、FileMakerなどの独自開発シス

テムなどに相談員が入力したデータとして記録さ

れている。この記録を収集し、計量テキスト分析と

テキストマイニングにより分析および可視化、内容

による分類を行う。2020年度は10件の相談記録「形

態素解析による分かち書きで単語を集計」「係り受

け解析」「共起ネットワークでビジュアル化」の3

種のプロトタイプをプログラミング言語Pythonに

より作成した。2021年度はプロトタイプに改良を

加え、単語の出現頻度によるビジュアル化（Word

Cloud）を行い、単語を数値ベクトルに変換してそ

の意味を把握する自然言語処理の手法であるWord

2Vecを用い、過去の相談内容から類似度の高い順

に類似相談内容を抽出する機能を実現した。更にプ

ロトタイプシステムをWebアプリケーションとし

てブラウザのみで動くように改良を行い、がん相談

支援を行っている施設での実証試験を開始した。

（倫理面への配慮） 

プロトタイプ開発の段階ではデータは全て実デ

ータと異なるサンプルデータを用いた。実証試験で

は実証試験施設である群馬大学医学部附属病院の

倫理審査委員会の承認（テキストマイニングによる

がん相談支援内容の分析と分類に関する研究）を経

て、倫理規定等を遵守しながら進めている。 

C． 研究結果 

1. WordCloudによるビジュアル化と形態素解

析による分かち書きで単語を集計

がん相談内容と対応内容に関するサンプルデー
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タを元に頻出語を頻度に比例する大きさで文字

を並べたWordCloudによるビジュアル化と単語

の出現回数を可視化した。可視化の例を以下に示

す。 

 

1-1 がん相談内容のビジュアル化 

 

 

1-2 がん相談内容の分かち書きによる単語集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-3 がん相談内容に対する対応のビジュアル化 

1-4 がん相談内容に対する対応の分かち書きによ

る単語集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. Word2vecによる類似文章検索 

単語を数値ベクトルに変換し意味を把握する自

然言語処理の手法であるWord2Vecを用い、過去

の相談内容から類似度の高い順に類似相談内容

を抽出する機能を実現した。サンプルデータに

よる抽出結果を以下に示す。 



3. プロトタイプのWebアプリケーション化と

実証試験の開始 

Webアプリケーションとしてブラウザのみで

動くように改良を行い、がん相談支援を行って

いる施設での実証試験を開始した。手順及び画

面遷移を以下に示す。 

 

1. ブラウザの起動と分析情報の入力 

 

2. 解析の実行 

 

 

 

 

 

 

 

D．考察 

 これまでがん相談に関しては、過去の相談データ

を解析するなどのデータ利活用はあまり進んでい

なかった。今回作成したWordCloudによるビジュ

アル化と形態素解析による分かち書きによる単語

集計により傾向を分析し可視化することで相談内

容の重要なキーワードを直観的に把握することが

でき、経時的にトレンドを追う事で自施設の相談支

援業務に活かす事が可能になると考える。また、W

ord2vecによる類似文章検索では、相談内容の文章

を入力する事で、過去の相談から類似度の高い順に 

内容を一覧で抽出する事が出来、キーワードのハイ

ライトを合わせる事で、類似の相談内容に対してど

のような対応を行ったのかを把握する事も出来る

ので、相談内容と対応内容を分類することで、FAQ

の作成支援につなげることができる事が示唆され

た。次年度は実証試験の結果を分析し、他施設を含

めた情報共有の仕組みへの活用を検討していく予

定である。 

 

E．結論 

2021 年度はプロトタイプを改良し、単語の出現

頻度によるビジュアル化を行い、単語を数値ベク

トルに変換してその意味を把握する自然言語処理

の手法である Word2Vec を用い、過去の相談内容

から類似度の高い順に類似相談内容を抽出する機

能を実現した。更にプロトタイプシステムを Web

アプリケーションとしてブラウザのみで動くよう

に改良を行い、がん相談支援を行っている施設で

の実証試験を開始した。今後は実際のがん相談支

援記録を用いてテキストマイニングを行う事で、

相談内容および対応内容の分類や FAQ の作成支

援へと発展させていく予定である。 
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